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「テストで数値化できない力」
校長 徳田 賢一

最近では「非認知能力」というこのキーワードが普及しつつあり，「子供の非認知能力を育てたい」と自ら情報収集

をする保護者の皆様も増えています。非認知能力とはそもそも何なのか。育てるとどんな良いことがあるのか。実

際にどんなことをすれば良いのか。教育経済学者である中室牧子先生の著書『「学力」の経済学』によると，非認知能

力については，IQや学力テストで計測される認知能力とは違い，「忍耐力がある」とか，「社会性がある」とか，「意欲

的である」といった，人間の気質や性格的な特徴のようなものを指します。テストの点数などと違って数値化も難し

く，個人の特性による差もあるのでなかなか目に見えにくい力ですが，なぜこの非認知能力が注目されているので

しょうか。

非認知能力が注目されている理由として，ひ

とつは世の中の急速なデジタル進展やアフター

コロナにおける生活様式の変化など，少し先の

未来も予測できないような社会の中でも生き抜

くために必要な力として重要視されていること

があげられます。もうひとつの理由としては，将

来の生活ステージなどに大きく影響する力であ

ることがあげられます。

「でも実際に非認知能力を伸ばすのって大変

そう…」「実際に何をすれば良いのかわからない

…」といったように，非認知能力を育成したくて

もその方法がわからないという方が多いのでは

ないでしょうか。

例えば，非認知能力の中でも重要な力の一つである「自制心」については，「筋肉」のように鍛えると良いと言われ

ています。筋肉を鍛えるときに重要なことは，継続と反復です。腹筋や腕立て伏せのように，自制心も，何かを繰り

返し継続的に行うことで向上します。

教師に「背筋を伸ばせ」と言われ続けて，それを忠実に実行した子供は成績の向上が見られたことを報告している

研究があります。もちろん，背筋を伸ばしたことが直接，成績に影響を与えたわけではありません。「背筋を伸ばす」

のような意識しないとやりづらいことを継続的に行ったことで，自制心が鍛えられ，成績にも良い影響を及ぼした 〔６月の主な行事予定〕
のでしょう。自制心を鍛えるには「意識的に」継続させるということが重要なようです。また，「細かく計画を立て，記

録し，達成度を自分で管理する」ことも自制心が鍛えられるようです。

そして，「やり抜く力」も重要な非認知能力の一つです。この力を育てるためには「心の持ちよう」が大切です。これ １日（木） 命の教育の日，修学旅行（２日目） １０日（土） 土曜授業日

は，「自分の持つ能力は生まれつきのものではなくて，努力によって後天的に伸ばすことができる」と考えることが ２日（金） 社会科見学（１～４年生） １２日 (月) 牧園地区小・中連携研修会（午前授業）

できる子供が，「やり抜く力」が強くなるということが明らかになっています。 ５・６年生休養措置日 １４日 (水) 人権集会，牧園地区給食センター運営

そのため，子供に対しては定期的に可能性を遮断させないような声かけをするのが効果的なようです。 ５日（月） 救急講習（含家庭教育学級） 委員会

こうして考えてみると学校生活や家庭生活における様々な場面で，非認知能力を高める指導を行うチャンスがあ ６日（火） 防犯教室，プール掃除 １６日（金） メディアコントロールに関する講話

ります。継続と反復で子供たちの認知能力と非認知能力を高めていきましょう。 ９日（金） プール開き (学校保健委員会）

メディアコントロール週間（～２２日）
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5月12日（金）に体力テストがありました。毎年，この時期に実施されるので，どれぐらい自

分の記録が伸びたか比較することができます。

万膳小学校の子供たちは，外で元気よく遊ぶことが大好き。だから，昨年度までの記録を見

ると，県平均と比較して全体的によい記録が出ています。

これからも元気よく遊び体力向上に努めてほしいです。

学校でも，体力向上に向けて，体育の授業等に取り組んでいきます。

長座体前屈のポイント指導 上体おこしの様子 シャトルランの様子

命を守るために「避難訓練」

体力テストをしました。

５月９日（火）に「地震・火災」を想定した避難訓練を行いました。消防隊員の指導のもと訓練

に取り組みました。命を守るためには，真剣さが必要です。子供たちの目から真剣な思いが伝

わってきました。

これがいざというときの行動につながってほしいと思います。

真剣に話を聞く子供たち 大きな声で，助けを呼ぶ練習


